
７月１日 現在 前月比

男 7,016人 (－６)

女 7,174人 (－10)

計 14,190人 (－16)

世帯数 5,232戸 ( ０)

６月中の動き
(届出件数)

出生…… １人
死亡…… 19人
転入…… 23人
転出…… 21人
婚姻…… ２組

市の人口と世帯 表 紙

発行◆山形県尾花沢市(山形県尾花沢市若葉町一丁目２番３号) TEL0237-22-1111 FAX0237-22-1239
URL https://www.city.obanazawa.yamagata.jp E-mail info@city.obanazawa.yamagata.jp 編集◆総合政策課 印刷◆㈲印刷文化堂

再生紙を使用しています。

色鮮やかな紫陽花
あじさ い

のパレード
７月３日、南沢の集落へと続く道路の両わきに色とりど

りの紫陽花が咲き誇り、訪れる人を楽しませていました。
毎年地区の方々が手をかけて増やしているもので、今年は
約200本を新たに植えたとのこと。春は水仙と桜も楽しめ
る南沢。秋には紅葉もきれいだよ、と道端で草刈り作業を
されている地区の方に教えていただき、今から心待ちにし
ています。



銀山温泉を訪ねて以来、尾花沢市のファン
になりました。ぜひ再訪したいと願っており
ます。尾花沢すいかは我が家の夏の定番とな
りました。今年も楽しみにしております。

３回目の寄附です。始めはスイカ目当てで
したが、お肉もお米も美味しくてリピートし
ています。毎年寄附を続けたいので、これか
らも美味しいものをお願いします。

いつも美味しいお肉をありがとうございま
す！ふるさと納税で尾花沢牛に出会ってから
ファンになりました。変わらずこれからも応
援しています！

子どもたちが生き生きと成長できる環境づ
くりにお役立てください。

毎年、このスイカを食べると日本の夏を感
じます。尾花沢のスイカは世界一です。尾花
沢のスイカ農家さん、このことを誇りにして
ください。このスイカを作れる日本の農業技
術は我々日本人全員の誇りです。

尾花沢市に祖父母が住んでいます。子ども
の頃、遊びに行っていました。豊かな自然は
地域の財産だと思っています。これからも人
にやさしく、自然と共に生きる尾花沢市であ
りますように。
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令和４年度

ふるさと尾花沢応援基金
(ふるさと納税)

こんなこと
に

使われまし
た

寄附に対する返礼品は、スイカや雪降り和牛尾花沢、お米をはじめ、銀山温泉宿泊補助券など、
様々な特産品が好評を得ており、市のＰＲにもつながっています。
今後も関係人口と尾花沢ファンを増やしていくため、積極的に市の魅力を発信していきます。

生まれ育ったふるさとや、応援したい自
治体に納税(寄附)をすることができる「ふ
るさと納税」制度。昨年度は、過去最高と
なる7万5,642件、10億1,087万7,439円の寄
附申込みをいただきました。
寄附金は、「ふるさと尾花沢応援基金」と

して積み立てられ、子育てや高齢者支援、
観光および産業振興、移住定住などの事業
に活用しています。

寄 附 者 の 方

令和４年度寄附申込額

10億1,087万7,439円10億1,087万7,439円

Ｈ30年度

寄附申込額の推移

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

5億6千万円
4億円

5億8千万円

7億9千万円
10億1千万円

寄附金を活用した事業の一部を紹介します。寄 附 金 の 使 い 道

｢企業版ふるさと納税｣は、国が
認定した地方公共団体の地方創生
プロジェクトに対して、市外に本
社がある企業が寄附を行った場合
に、法人関係税から税額控除され
る仕組みの制度です。
令和４年度は、左記の事業で寄
附金を活用しました。
※寄附をいただいた企業の意向に
基づき活用しています。

若者地元
回帰対策
事業

移住推進
事業

家庭保育
応援給付
金事業

文化・スポ
ーツ大会等
出場激励金
事業

＼企業版ふるさと納税の実績／
令和４年度

210万円210万円

返礼品をきっかけに尾花沢を知り、尾花沢ファン になっていただ

くことが大切な縁 につながります。市外に離れて暮らすご家族やお知り合

いの方がいらっしゃいましたら､ぜひふるさと納税をご紹介
いただき、応援の輪を広げてくださいますよう、よろしくお願いいたします。

尾花沢市ふるさと納税をご紹介ください

▲市公式ホームページから
特設サイトへアクセス！

徳良湖室内遊び場運営事業徳良湖室内遊び場運営事業

徳良湖築堤100周年記念事業徳良湖築堤100周年記念事業

老人福祉事業老人福祉事業

外国語指導助手派遣事業外国語指導助手派遣事業

｢雪とスイカと花笠のまち｣

（ふるさとチョイスポータルサイト
自治体への応援メッセージから抜粋）6件6件 寄附申込額寄附申込額寄附件数寄附件数

この他にも ●儲かる農業支援事業 ●再生可能エネルギー設備導入事業
●小中学校読書力向上推進事業 ●ICT活用授業支援事業
●小学校営繕工事 ●徳良湖スノーランド事業 など、全67事業に活用しました。

声の



５つの地区で
将来の農地利用を
考えます｡

農業者の減少、高齢化、担い手・後継者不足、農地の荒廃化など…。今、農業を取り巻
く環境は多くの課題を抱えています。
この課題を解決するため、これまで「人・農地プラン」として地区ごとに将来の農地に

ついて計画を立ててきましたが、法改正により、「人・農地プラン」から「地域計画」に
名称が変わり、令和７年３月までに計画を策定することとなりました。

10年後の地域の農地利用の姿を明らかにする設計図、
それが「地域計画」です。
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尾花沢市議会議員選挙結果
尾花沢市議会議員選挙が７月９日に行われ、市文化体育施設(サルナート)にて
即日開票されました。結果は次のとおりです。

候補者得票数
当 選 氏 名 得票数 党 派 現 新

1 当 選 菅 野 修 一 1,117.167 自由民主党 現

2 当 選 青 野 隆 一 987 無所属 現

3 当 選 鈴 木 由美子 749.528 無所属 現

4 当 選 畑 中 和 恵 745 自由民主党 新

5 当 選 土 屋 範 晃 738 無所属 新

6 当 選 星 川 薫 668 無所属 現

7 当 選 髙 橋 隆 雄 586 無所属 新

8 当 選 菅 藤 昌 己 583 公明党 新

9 当 選 伊 藤 浩 485.637 無所属 現

10 当 選 大 類 好 彦 479 自由民主党 現

11 当 選 和 田 哲 462 無所属 現

12 当 選 安 井 一 義 450 無所属 現

13 当 選 鈴 木 清 436.307 日本共産党 現

14 当 選 菅 野 喜 昭 428.832 無所属 現

15 ― 伊 藤 飛 佳 276.362 無所属 新

16 ― 鈴 木 裕 雅 231.163 無所属 現

区分 選挙当日の
有権者数

投 票 者 数

棄権者数 投票率 前回投票率
計 当日

投票者数
期日前
投票者数

不在者
投票者数

男 6,116 4,707 2,935 1,737 35 1,409 76.96％ 76.42％

女 6,316 4,798 2,635 2,128 35 1,518 75.97％ 76.09％

計 12,432 9,505 5,570 3,865 70 2,927 76.46％ 76.25％

投票総数 有効投票数 無効投票数 無効投票率

9,505 9,423 82 0.86％

投票結果

※小数点以下は按分票を示しています。同一の氏、名のみ記載された票を得票数に応じて按分するものです。

開票結果

～尾花沢市で耕作している方、農地をお持ちの方へ～

10年後の農地、どうなるの？10年後の農地、どうなるの？10年後の農地、どうなるの？
みんなで話し合って を作りましょう！｢地域計画｣

市内に広がる農地をエリアで区切って考えるため、「人・農地プラン」では
35地区に分けていましたが、「地域計画」では、地域農業のあり方をもっと広
域的にとらえるため、５つの地区(尾花沢・福原・宮沢・玉野・常盤)に再編成
します。
５つの地区でそれぞれ話し合いを行い、「目標地図」を作成して、10年後の

農地利用の姿を明確化した設計図を作ります。

※詳しい日程や開催案内などは、今後市報・ホームページ等でお知らせします。

今後のスケジュール(予定)

◆農林課水田営農対策係
☎(22)1111【内線147】

農地を通して自分たち
の地域の将来を考える
ため、ご協力よろしく
お願いします！

各地区での話し合いに
は、認定農業者、中山
間・多面・土地改良区
の代表者、若手農業者、
女性農業者など、ぜひ
ご参加ください。

令和５年９月

～

12月

農地をお持ちの方に「意向調査」を実施します。
（今後の農地についての考えなどについて）

⬇
意向調査の結果を反映した「現状地図」を作成

令和６年１月

～

12月

現状地図をもとに､各地区での話し合いを開催します｡
•10年後、誰が、どの農地を耕作するのか？
•農地にどんな作物を作付するのか？
•農地をどのように集積・集約化していくのか？

…など
⬇

10年後に誰がどの農地を耕作するのか、色塗りして区
分けした「目標地図」を作成します。

⬇
地区の農業の方針を決定

令和７年１月

～

３月
5地区それぞれの「地域計画」を策定・公告

退職したら農業やってみようかな。農地はどこから借りたらいい？

高齢化で跡継ぎもいない。いつまで農業できるか不安…

農地を相続したけど
、

自分で農業できない

し…。借りてくれる

人いるの？

もっと農地を広げて
規模

拡大したい！まとま
った

農地を確保したいな
ぁ



叙
位
叙
勲
(地
方
自
治
功
労
）

故
須
貝
孝
氏
(名
木
沢
３
）

７
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
西

部
す
い
か
選
果
場
(大
石
田
町
)に
て
行

わ
れ
た
出
発
式
。
丹
精
込
め
て
育
て
ら

れ
た
ス
イ
カ
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
ぎ
っ

し
り
詰
め
ら
れ
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
首
都
圏
へ
出
発
し
ま

し
た
。
９
月
上
旬
ま
で
の
出
荷
期
間
中
、

ピ
ー
ク
時
に
は
毎
日
約
５
万
玉
が
全
国

各
地
へ
運
ば
れ
て
行
き
ま
す
。

夏
ス
イ
カ
日
本
一

｢尾
花
沢
す
い
か
｣出
発
式
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学
校
と
保
護
者
、
地
域
が
連
携
・
協
働

し
な
が
ら
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
し
く

み
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
。

今
年
度
、
市
内
で
初
め
て
福
原
小
学
校
・

中
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
第
１
回
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
５
月
22
日
、

５
月
31
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
積
極
的
な

意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
大
人
も
子

ど
も
も
一
人
ひ
と
り
が
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
く

輝
く
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
性

を
生
か
し
た
学
校
運
営
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

｢コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
｣ス
タ
ー
ト

６
月
25
日
サ
ル
ナ
ー
ト
に
て
行
わ
れ

た
彩
典
は
、
ゲ
ス
ト
の
佐
藤
寛
子
氏
、

加
藤
皓
平
氏
に
よ
る
県
民
歌
で
ス
タ
ー

ト
。
市
内
各
地
の
民
謡
・
民
舞
や
、
統

合
に
よ
り
閉
校
し
た
小
中
学
校
の
校
歌

斉
唱
、
ま
た
愛
唱
会
の
発
表
な
ど
も
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

宮
城
県
加
美
町
と
尾
花
沢
市
・
大
石
田
町
を
結
ぶ
国

道
347
号
を
自
転
車
で
駆
け
抜
け
る
ツ
ー
ル
・
ド
・
347
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
加
美
町
か
ら
鍋
越
峠
、
347
号
沿
い
の

集
落
を
通
過
し
、
徳
良
湖
経
由
で
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド

深
堀
で
折
り
返
す
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
(120
㎞
)に
は
約
200
名

が
参
加
。
徳
良
湖
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
ア
ス
パ

ラ
一
本
漬
、
く
じ
ら
も
ち
、
ス
イ
カ
の
ぺ
そ
ら
漬
な
ど

の
地
元
グ
ル
メ
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
懸
命
に
ペ
ダ
ル

を
踏
み
ま
す
。
途
中
に
わ
か
雨
が
降
る
な
ど
不
安
定
な

天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
た
ち
は
初
夏
の
風

を
肌
で
感
じ
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

宮城・山形「絆」
ツール・ド・347

▲徳良湖エイドステーションで
地元グルメを楽しむ参加者

６
月
27
日
、
市
役
所
に
て
新
規
学
卒
地

元
就
職
者
激
励
会
と
永
年
勤
続
優
良
従
業

員
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
市
内
12
事
業
所
に
28
名
の
新
規

学
卒
者
が
就
職
し
、
新
社
会
人
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
代
表
し
て

矢
萩
茉
奈
さ
ん
が
今
後
の
意
気
込
み
を
宣

言
し
ま
し
た
。
ま
た
永
年
職
務
に
精
励
し
、

本
市
企
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
７

事
業
所
19
名
の
方
々
に
は
表
彰
状
が
贈
呈

さ
れ
、
こ
ち
ら
は
代
表
の
青
木
和
則
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
規
学
卒
地
元
就
職
者
激
励
会

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

７
月
７
日
、
市
と
一
般
社
団
法
人
日
本

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
協
会
お
よ
び
株
式
会

社
木
香
き
こ
う

の
家
と
の
「
災
害
時
に
お
け
る
移

動
式
木
造
住
宅
の
建
設
に
関
す
る
協
定
」

と
、
併
せ
て
市
と
一
般
社
団
法
人
日
本

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
協
会
と
の
「
包
括
連

携
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
協
定
に
よ
り
大
規
模
災
害
時

の
迅
速
な
仮
設
住
宅
の
建
設
や
、
ま
ち
づ

く
り
・
観
光
振
興
に
向
け
、
互
い
の
資
源

を
活
用
し
た
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
移
動

式
木
造
住
宅
の
建
設
に

関
す
る
協
定
及
び
包
括

連
携
協
定
締
結

故
須
貝
孝
氏
へ
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

正
六
位
が
授
与
さ
れ
、
６
月
27
日
に
ご
自

宅
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
故
須
貝

氏
は
平
成
10
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
６
期

21
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し
て
在
職

さ
れ
、
そ
の
間
議
長
、
副
議
長
等
を
歴
任
。

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
に
努
め
、

こ
れ
に
よ
り
市
の
産
業
、
文
化
、
教
育
等

の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

故
人
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
心
か
ら

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

第
60
回
尾
花
沢
市
民
文
化
祭

〜
尾
花
沢
ロ
ン
グ
ロ
ン
グ
文
化
祭
〜

開
幕
式
典

お
ば
な
ざ
わ
歌
の
彩
典
さ
い
て
ん

▲福原小学校運営協議会 加藤会長に任命書を交付

▲新規学卒地元就職者代表の矢萩茉奈さん

▲日本ムービングハウス協会代表理事佐々木氏（右）
株式会社木香の家取締役会長松田氏(左)



茅
ち

の輪くぐり～夏越
なごし

の大祓
おおはらえ

～６
30 ひまわりの絆プロジェクト

尾花沢警察署

体育着・給食着
リサイクル活動

尾花沢小学校

二ツ森ゆう大学
ドラム缶炭づくり体験
玉野地区公民館

移住者交流会

細野地区

サクラマスの稚魚放流

ふるさと大使 佐々木則夫 氏
地元中学生にサッカー指導

尾花沢中学校

世代を超えたつながり
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地域考究を学ぶ北村山高校生３名と市食生活
改善推進員が一緒に笹巻きづくり。なかなか交
流する機会のない世代ですがすぐに打ち解け、
和気あいあいと楽しい時間を過ごす中、今後も
交流を深めていきましょう、と話し合いました。

市役所

６
14

玉野小３～４年生、宮沢小１～４年生のあわ
せて42名が参加し、丹生川漁業組合の指導のも
と7,600匹を放流しました。「大きくなって帰っ
てきてね」などと声をかけながら、元気に泳ぐ
稚魚たちを見送りました。

丹生川(鶴巻田首頭工上流)

６
21

地元の子どもたちを元気づけたいとOFC(尾
花沢フットボールクラブ)所属の12名に特別指
導を行いました。「どこを意識したらいいか具
体的に教えてもらえてよかった」と、子どもた
ちは笑顔で貴重な体験を楽しんでいました。

６
20

尾花沢へ移住した方、移住を検討している方
同士のつながりづくりとして、移住者交流会が
開催されました。ワラビ収穫をはじめ地元の食
材を堪能しながら、尾花沢での暮らしや今後に
ついて飾らずに語り合い、親睦を深めました。

６
24

ひまわり保育園の年長児13名と警察など交通
安全団体が、命の大切さと交通事故防止を願う
「ひまわりの絆プロジェクト」に参加し、ひまわ
りの種を植えました。交通安全への思いがしっ
かり根付き、大輪の花が咲くといいですね。

６
26

この活動は同小PTA母親委員会で企画し、リ
サイクルを通じてSDGｓに積極的に取り組ん
でいこうと今回初めて開催されたものです。集
まった計28着は今後仕分け作業を経て、希望し
た方へ抽選で引き渡される予定です。

７
７

新型コロナウイルスの終息を願って始めた茅
の輪くぐりは、今年で４回目。御所神社の中で
神事が執り行われた後、参加者たちは、鳥居に
取り付けた茅の輪を８の字にくぐって心身を清
め、災厄を祓い無病息災を祈願しました。

上ノ宿地区

6５名が参加。講師に大山真吾さん(下原田)
を迎え、ドラム缶による炭づくりを行いました。
参加者が地元の間伐材や松ぼっくりを入れ、約
２時間半窯を熱して出来上がり。形を留めた
熱々の炭が取り出されると皆が驚いていました。

７
15
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▲今回の編集委員左から
本間朱莉、菅野優菜、齋藤香織

vol.65

今年度初の全校生徒での行事！

地
区
総
体
に
出
場
す
る
選
手
に
向
け
て

壮
行
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
次
生
は

最
後
の
大
会
な
の
で
各
部
た
く
さ
ん
練
習

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

人
数
が
少
な
い
中
で
も
、
北
村
山
高
校

代
表
と
し
て
頑
張
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

お
疲
れ
様
で
し
た
！

このQRコードから北村山高校のInstagramやホームペー
ジを見ることができます！→
北村山高校の魅力がたくさん詰まっているので中学生の皆
さん、保護者の皆さん、ぜひチェックしてみてください！

Instagram ホームページ

前
期
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
よ
り
良
い
学

校
生
活
を
送
る
た
め
に
た
く
さ

ん
の
議
案
や
質
問
な
ど
が
あ
が

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

学
校
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
！

有名人登場!?有名人登場!? 一致団結‼一致団結‼

会長演説中会長演説中 答弁中答弁中

７
月
１
日
、
高
校
の
東
京
同
窓
会

総
会
が
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
当
日

は
、
校
長
先
生
、
同
窓
会
長
、
他
会

員
の
方
数
名
が
山
形
か
ら
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
輩
後

輩
共
々
楽
し
く
話
し
、
尾
花
沢
中
学

校
や
宮
沢
中
学
校
卒
の
後
輩
と
は
尾
花
沢
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
尾
花
沢
中
学
校
卒
の
一
人
の
方
は
初
参
加
で
、
私
と
は
親
子
以
上

の
年
齢
差
で
し
た
が
す
っ
か
り
意
気
投
合
、
次
回
の
集
ま
り
で
の
再
会

を
約
束
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
日
は
早
め
に
家
を
出
て
、
ま
ず
池
袋
の
東
武
デ
パ
ー

ト
で
開
催
中
の
｢山
形
・
宮
城
・
岩
手
う
ま
い
も
の
め
ぐ
り
｣へ
。
午
前

中
か
ら
も
の
す
ご
い
人
出
で
し
た
。
東
京
で
は
地
方
の
物
産
展
は
い
つ

も
大
人
気
で
す
。
次
は
有
楽
町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
｢お
い
し
い
山

形
プ
ラ
ザ
｣へ
。
尾
花
沢
産
の
食
品
を
い
く
つ
か
購
入
。
必
ず
買
う
の

が
｢山
形
新
聞
｣で
、
こ
こ
で
は
当
日
の
｢山
新
｣が
購
入
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
東
京
、
首
都
圏
に
い
て
も
少
し
足
を
運
べ
ば
山
形
や
尾
花

沢
に
直
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
先
日
は
吉
祥
寺
の
古
書
店
で
「
芭
蕉
と
清
風
お
く
の
ほ
そ

道
・
尾
花
沢
」
を
目
に
し
た
の
で
す
ぐ
購
入
し
ま
し
た
。
こ
の
本
は
昭

和
58
年
「
芭
蕉
、
清
風
歴
史
資
料
館
」
の
開
館
と
同
時
に
刊
行
さ
れ
、

「
芭
蕉
、
清
風
、
尾
花
沢
」
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
非
常
に
よ
く
で
き

て
い
ま
す
。
東
京
周
辺
の
古
書
店
で
見
か
け
る
度
に
購
入
し
、
興
味
が

あ
り
そ
う
な
知
人
や
友
人
に
進
呈
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
時
に
、「
そ

の
本
持
っ
て
い
る
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
…
。
こ
の
本

の
最
後
に
は
執
筆
者
、
編
集
者
、
資
料
館
の
運
営
委
員
の
方
々
の
氏
名

が
掲
載
さ
れ
、
中
学
時
代
の
恩
師
、
先
輩
、
同
級
生
、
後
輩
、
実
家
の

近
隣
の
方
等
、
懐
か
し
い
名
が
見
え
ま
す
。

最
後
に
、９
月
24
日
、東
京
同
窓
会
総
会
と
同
所
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
に
て「
首
都
圏
尾
花
沢
会
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。

首都圏尾花沢会理事

柿崎
かきざき

廣幸
ひろゆき

さん
(尾花沢出身)



電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低

所
得
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
の
世

帯
等
）
を
対
象
に
、
１
世
帯
当
た

り
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
／
令
和
５
年
６
月
１
日
現

在
で
尾
花
沢
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
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地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に

係
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
(内
閣
府
)

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
早
め
に
相
続
登
記
を
し
ま
し

ょ
う
。

相
続
登
記
を
行
わ
な
い
と
…

・
売
買
等
の
手
続
き
が
複
雑
に
な
る

・
空
き
家
の
利
活
用
が
難
し
く
な
る

・
公
共
事
業
が
進
ま
な
く
な
る
等

※
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相

続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

●
固
定
資
産
に
つ
い
て

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
125
〜
127
】

●
相
続
登
記
に
つ
い
て

問
山
形
地
方
法
務
局
村
山
出
張
所

☎
(53
)２
８
１
２

｢ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
｣を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

続
人
代
表
者
指
定
届
出
書
と
兼

用
)を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限

内
で
の
届
出
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
125
〜
127
】

※
赤
色
と
白
色
の
マ
ー
ク
で
す
。

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て

い
る
方
、
内
部
障
害
や
難
病
、
妊

娠
初
期
の
方
な
ど
、
援
助
や
配
慮

を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見

か
ら
は
分
か
ら
な
い
方
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
方
々
が
、
周
囲
の
方
に

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、

電
車
や
バ
ス
で
席
を
ゆ
ず
る
、
困

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を
か

け
る
等
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
必
要
な
方
へ

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
配
布
場
所
／

市
役
所
１
階
福
祉
課

問
福
祉
課
生
活
福
祉
係

【内
線
172
・
173
】

尾
花
沢
市
内
に
工
場
等
の
新
増

築
や
生
産
設
備
の
た
め
の
償
却
資

産
を
新
増
設
し
た
際
、
申
請
に
よ

り
該
当
す
る
資
産
の
固
定
資
産
税

が
３
年
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
／
製
造
業
、
旅
館
業
、
農

林
水
産
物
等
販
売
業
（
加
工
販

売
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
）、
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
等

■
取
得
要
件
／
資
本
金
の
規
模
に

よ
り
５
百
万
円
〜
２
千
万
円
以

上
の
取
得

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
125
〜
127
】

固
定
資
産
(土
地
・
家
屋
)を
お

持
ち
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

は
、３
カ
月
以
内
に
現
所
有
届
(相

ヘルプマーク

■
敷
金
／

入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
受
付
期
間
／
８
月
14
日
(月
)〜

８
月
25
日
(金
)

■
入
居
時
期
／
10
月
上
旬
頃

■
申
込
先
／
建
設
課

※
家
賃
は
令
和
５
年
度
の
も
の
で

す
。

※
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
の
上
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
住
宅
係

☎
(22
)１
１
１
４

限
度
額
適
用
認
定
証
等

の
更
新
に
は
、
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す

■
日
時
／
９
月
２
日
(土
)

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
15
分

■
会
場
／
東
京
交
通
会
館
８
階

(東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２

－

10－

１
)※
オ
ン
ラ
イ
ン
可

■
対
象
／
農
業
に
興
味
の
あ
る
方

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
本
市
へ
の
Ｕ
タ
ー

ン
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
幅
広

く
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
／
８
月
31
日
(木
)ま
で
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み
。

問
定
住
応
援
課
課
定
住
推
進
係

☎
(22
)３
７
５
１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
持
ち
物
／
保
険
証
、
来
庁
さ
れ

る
方
の
身
分
証
明
書
(免
許
証
、

保
険
証
等
)

問
健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

☎
(22
)１
１
１
８

■
申
込
資
格
／
現
に
同
居
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

あ
り
、
所
得
が
公
営
住
宅
法
規

定
に
該
当
す
る
方
（
県
外
在
住

の
方
も
申
込
可
能
）

■
住
宅
の
所
在
地
／

尾
花
沢
市
新
町
１－

９－

36

■
種
別
／
公
営
住
宅

■
構
造
／

中
層
耐
火
構
造
(４
階
建
)

■
公
募
戸
数
／
１
戸

■
概
要
／
２
階
、
３
Ｄ
Ｋ

※
一
般
用
・
倍
率
優
遇
有

■
必
要
書
類
／
県
営
住
宅
申
込
書
、

63
円
切
手
(２
枚
)

■
受
付
期
限
／
８
月
７
日
(月
)

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
７
日
ま

で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り

有
効
と
す
る
。(開
館
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

※
土
・
日
・
祝
日
休
館
日

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
。

問
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
Ｆ

山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
(647
)０
７
８
１

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
・
・
う
す
い
茶
色

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
証

・
・
・
・
・
・
桃
色

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
中
に

郵
送
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で

受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保
険
証

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
は
正
し
く
使
い
、
大
切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

☎
(22
)１
１
１
８

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
、
限
度
額
適
用
認
定
証

等
を
お
持
ち
の
方
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８

月
１
日
以
降
も
使
わ
れ
る
方
は
、

更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
方
は
、

住
民
税
課
税
状
況
に
よ
り
、
限
度

額
適
用
認
定
証
等
が
不
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
営
尾
花
沢
ア
パ
ー
ト

入
居
者
を
一
般
公
募
し
ま
す

尾
花
沢
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
を

検
討
し
て
い
る
方
向
け
の
相
談
会

｢や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

カ
フ
ェ
北
村
山
｣開
催

市営住宅 入居者募集市営住宅 入居者募集

募集住宅 所在
地区

戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
２号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 ３

昭和55年建築
／３･４階
３ＤＫ

16,200～
31,800円 なし

・
一
般
世
帯
向

・
単
身
入
居
可
(た
だ
し
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
）

荒楯第２住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
荒楯 ２

平成10年建築
／2・４階
３ＤＫ

22,200～
43,600円

月額
600円

荒楯第２住宅
３号棟

(ＲＣ造３階建)
荒楯 ２

平成12年建築
／２・３階
３ＤＫ

エレベーター有

21,800～
42,800円

月額
600円

下新田団地
(ＲＣ造４階建) 上町 １

平成13年建築
／２階
１ＬＤＫ

エレベーター有

19,400～
38,200円

月額
2,600円
(屋内)

福原
よつば住宅
(木造２階建)

荻袋 １
平成21年建築
（戸建）
２ＬＤＫ

21,900～
43,100円 なし

期限付入居とし
小学校6学年以
下の子がいる
世帯が対象

８
月
１
日
か
ら
保
険
証
(被
保

険
者
証
)が
新
し
く
な
り
ま
す

■
期
限
／
８
月
31
日
(木
)

■
回
答
方
法
／
個
人
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
左

記
回
答
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス

し
入
力
。

https://
en.surece.co.jp/

kaiko2023/

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
(22
)１
１
１
３

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
に
対
す
る

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金

う
ち
、
世
帯
全
員
の
令
和
５
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
(令
和

４
年
中
の
収
入
を
基
に
算
定
)

の
世
帯

■
支
給
額
／
１
世
帯
に
つ
き
３
万

円
(１
世
帯
１
回
限
り
)

■
支
給
方
法
等
／
該
当
す
る
世
帯

に
、
順
次
、
市
か
ら
ご
案
内
と

確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
・
記
入
の
上
、
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
確
認
書
等
の
郵

送
は
８
月
上
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
返
送
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
支

給
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
送
前
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
請
期
限
／
10
月
31
日
(火
)

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

※
申
請
期
限
ま
で
に
返
信
(申
請
)

が
な
い
場
合
は
、
給
付
金
の
受

け
取
り
を
辞
退
し
た
も
の
と
み

な
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
福
祉
課
生
活
福
祉
係

【内
線
171
・
172
】

過
疎
法
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

固
定
資
産
を
お
持
ち
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
は
｢現
所
有
届
｣の

提
出
が
必
要
で
す

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、相
続
登
記



あ
な
た
の
情
熱
を

市
、
町
の
力
に
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■
対
象
／
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方
。

①
申
請
日
に
県
外
に
居
住
し
て
お

り
、
県
外
で
就
業
実
績
が
あ
る

②
令
和
６
年
度
末
日
時
点
で
35
歳

以
下

③
学
生
時
に
借
り
た
奨
学
金
の
返

還
残
額
が
あ
る

④
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期

大
学
等
を
卒
業
し
て
い
る

■
支
援
条
件
／
申
請
日
以
降
か
ら

令
和
６
年
10
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
県
内
に
居
住
・
就
業
し
５

年
以
上
継
続
す
る
こ
と

■
支
援
額
／
県
内
に
居
住
・
就
業

後
３
年
間
で
返
還
し
た
額
（
上

限
60
万
円
）

■
申
込
／
10
月
31
日
(火
)ま
で
、

山
形
県
Ｈ
Ｐ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
市
教
育
委
員
会

教
育
指
導
室
(悠
美
館
２
階
)へ

提
出
。

該
当
す
る
方
に
は
、
後
日
詳
し

い
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
21
日
(木
)

午
後
１
時
〜
受
付
開
始

■
場
所
／
尾
花
沢
市
役
所
保
健

セ
ン
タ
ー
・
３
階
会
議
室

■
対
象
／
令
和
６
年
４
月
に
小
学

校
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん

※
保
護
者
の
付
き
添
い
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
内
容
／
内
科
検
診
・
歯
科
検

診
・
知
能
検
査
・
こ
と
ば
の
検

査
等

問
教
育
指
導
室
☎
(23
)３
３
３
０

■
返
済
／
10
年
以
内
（
据
置
き
１

年
無
利
子
）

■
申
込
／
８
月
31
日
(木
)ま
で
、

在
学
中
の
中
学
校
へ
申
請
。

問
教
育
指
導
室
☎
(23
)３
３
３
０

『や
ま
が
た
野
菜
』と
は
、
世
代

を
越
え
て
伝
え
ら
れ
、
栽
培
し
続

け
ら
れ
て
き
た
伝
統
野
菜
と
、
生

活
や
風
土
と
の
関
わ
り
が
深
い
特

産
野
菜
の
総
称
で
す
。

今
回
の
や
ま
が
た
野
菜

・
花
笠
オ
ク
ラ
・
く
ろ
べ
え
な
す

・
サ
フ
ァ
イ
ヤ
な
す

参
加
希
望
の
方
は
、
左
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
８
月
30
日
(水
)

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／

市
役
所
２
階
・
栄
養
指
導
室

■
定
員
／
10
人
(先
着
順
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

問
尾
花
沢
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
事
務
局
（
健
康
増
進
課
健

康
指
導
係
）
☎
(22
)１
１
１
８

廃
棄
物
等
を
野
外
で
燃
や
す
こ

と
(野
焼
き
)は
、
煙
の
に
お
い
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質

の
発
生
源
や
火
災
の
原
因
と
な
る

こ
と
か
ら
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ

う
。一

部
、
例
外
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

生
活
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係

☎
(22
)１
１
１
２

・
現
に
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今

後
も
耕
作
さ
れ
る
見
込
み
が
な

い
農
地
。

・
周
辺
の
農
地
と
比
べ
て
、
利
用

の
程
度
が
著
し
く
劣
っ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
農
地
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

【内
線
150
・
151
】

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
、
遊
休
農
地
の
状
況

な
ど
を
把
握
す
る
た
め
市
内
全
域

を
調
査
し
ま
す
。
調
査
の
際
は
、

農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。優

良
農
地
の
確
保
と
遊
休
農
地

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【遊
休
農
地
と
は
】

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

高
校
在
学
中
に
月
額
の
貸
付
金

を
無
利
子
で
借
り
る
こ
と
の
で
き

る
奨
学
金
で
す
。
卒
業
後
に
本
市

に
居
住
す
る
こ
と
等
を
条
件
に
返

還
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
／
令
和
６
年
４
月
に
高
等

学
校
や
高
等
専
門
学
校
に
進
学

を
希
望
し
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
方

■
貸
付
額
／
月
額
１
万
８
千
円

■
貸
与
期
間
／
令
和
６
年
４
月
〜

就
学
年
限
の
終
期
ま
で

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅

や
駐
車
場
、
資
材
置
場
等
、
農
地

以
外
の
用
途
に
転
換
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

農
地
転
用
を
す
る
た
め
に
は
、

農
業
委
員
会
へ
の
許
可
申
請
を
行

い
、
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
許
可
な
く
転

用
し
た
場
合
に
は
、
工
事
の
中
止

や
原
状
回
復
の
命
令
が
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
罰
則
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

転
用
す
る
場
所
や
事
業
の
内
容

に
よ
っ
て
、
許
可
基
準
お
よ
び
申

請
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

【内
線
150
・
151
】

問
教
育
指
導
室

☎
(23
)３
３
３
０

ま
だ
使
え
る
不
要
な
も
の
を

譲
り
ま
せ
ん
か
？

お
も
た
か
奨
学
生
の
募
集

『や
ま
が
た
野
菜
』料
理
教
室

上
水
道

６
月
６
日
に
上
水
道

の
水
道
水
を
採
水
し
検
査
を
行

っ
た
結
果
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
環
境
衛
生
事
業
組
合

上
下
水
道
課
☎
(23
)２
１
６
１

簡
易
水
道

６
月
６
日
に
簡
易

水
道
の
水
道
水
を
採
水
し
検
査

を
行
っ
た
結
果
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

問
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

簡
易
水
道
係
☎
(22
)１
１
１
２

放
射
性
物
質
測
定
結
果

市
で
は
、
不
要
に
な
っ
た
生
活

用
品
等
の
再
利
用
を
目
的
と
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ

た
物
品
は
、
市
公
式
Ｈ
Ｐ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

物
品
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

生
活
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係

☎
(22
)１
１
１
２

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

※受付時間は、午前８時30分～午後５時15分 ※土・日・祝日を除く

◆試験会場／尾花沢市大石田町環境衛生事業組合
受験資格(資格要件)受験申込書の請求方法
や申込み方法などの詳細については、ＱＲ
コードから当組合ＨＰをご覧ください。

環境衛生事業組合 管理課環境衛生事業組合 管理課
〒999-4221 山形県尾花沢市大字尾花沢1706番地の４〒999-4221 山形県尾花沢市大字尾花沢1706番地の４
☎0237(23)2161☎0237(23)2161
Eメール kankyo-e＠city.obanazawa.yamagata.jpEメール kankyo-e＠city.obanazawa.yamagata.jp

第１次試験日

第２次試験 月下旬予定11
10/22日

受付期間８月１日(火)～８月３１日(木)

職員採用試験 受験案内
令和５年度 尾花沢市大石田町環境衛生事業組合

募集職種

一般行政職

尾花沢市尾花沢市
大石田町大石田町

８
月
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
月
間
で
す

山
形
県
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
方
へ

奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す
！
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漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
、
調

査
員
が
対
象
世
帯
の
敷
地
内
の
水

道
メ
ー
タ
ー
等
を
調
査
し
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
時
に
漏
水
等
が
発

生
し
た
場
合
の
停
水
作
業
を
実
施

す
る
止
水
栓
の
位
置
調
査
（
オ
フ

セ
ッ
ト
・
測
量
）
も
同
時
に
行
い

ま
す
。

※
調
査
員
が
物
品
の
販
売
・
修
理

等
を
行
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

■
調
査
地
区
／
尾
花
沢
市
内
（
中

町
、
上
町
、
若
葉
町
、
梺
町
、

横
町
、
北
町
、
新
町
、
荒
楯
、

朧
気
、
横
内
、
五
十
沢
、
田
沢
、

夏
は
、
ぼ
ん
や
り
運
転
や
居
眠

り
運
転
に
よ
る
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
日
中
、
特
に
昼
食
後
の
午

後
の
時
間
に
事
故
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
た

ら
、
無
理
せ
ず
休
憩
を
取
り
ま
し

ょ
う
！

ま
た
、
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
に

散
歩
し
た
り
、
夏
休
み
等
で
子
ど

も
た
ち
が
外
出
し
た
り
す
る
機
会

が
増
え
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

８
／
20
ま
で

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞

夏
の
安
全
県
民
運
動
実
施
中
！

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
税
務
課
市
民
生
活
係

【内
線
137
】

■
場
所
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

■
受
付
期
間
／
８
月
21
日
(月
)〜

９
月
15
日
(金
)

■
申
込
先
／
(一
社
)山
形
県
消
防

設
備
協
会

※
申
込
用
紙
は
日
本
消
防
設
備
安

全
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

■
開
館
日
／
８
月
５
日
、
19
日
、

26
日
(８
月
12
日
は
休
館
）

■
入
場
料
／
無
料

■
内
容
／
映
画
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

※
予
約
優
先
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ま
た
は
申
込
用
電
話
か
ら
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
電
話

☎
(53
)０
６
９
５

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
(55
)４
２
１
１

■
講
習
日
／

●
第
１
種

10
月
17
日
(火
)〜
19
日
(木
)

●
第
２
種

11
月
14
日
(火
)〜
16
日
(木
)

牛
房
野
、
和
合
、
荻
袋
、
寺
内
、

西
原
、
南
沢
、
野
黒
沢
お
よ
び

芦
沢
の
一
部
）

■
調
査
時
期
／

８
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

■
調
査
業
者
名
／

フ
ジ
地
中
情
報
㈱
東
北
支
店

☎
０
２
２
(207
)７
７
４
３

問
尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境
衛
生

事
業
組
合

上
下
水
道
課

☎
(23
)２
１
６
１

ぼ
ん
や
り
運
転
・
居
眠
り
運
転
に

気
を
つ
け
て
！

■
日
時
／
８
月
19
日
(土
)

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

■
場
所
／
悠
美
館
１
階

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
内
容
／
「
自
分
の
お
子
さ
ん
に

合
う
絵
本
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？
」
な
ど

■
散
布
日
／

●
８
月
３
日
(木
)〜
13
日
(日
)

●
８
月
17
日
(木
)〜
27
日
(日
)

■
時
間
／
午
前
４
時
45
分
頃
〜
午

後
６
時
頃

■
場
所
／
市
内
防
除
区
域
水
田

（
散
布
す
る
水
田
に
白
い
旗
を
立

て
ま
す
。）

※
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
無
人
ヘ
リ
の
飛
行
範
囲
に
は
安

易
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
散
布
ほ
場
の
近
く
に
蜜
蜂
の
巣

箱
な
ど
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
防
除
区
域
の
近
く
で
は
、
防
除

中
に
窓
を
閉
め
る
等
し
て
く
だ

さ
い
。

問
お
も
だ
か
米
生
産
組
合

(事
務
局
)Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー

☎
(22
)２
０
２
０

〜
昭
和
23
年
３
月
31
日
生
ま
れ

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
の
方

■
場
所
／
山
形
県
歯
科
医
師
会
に

所
属
し
て
い
る
歯
科
医
院

■
期
間
／
８
月
１
日
(火
)〜
12
月

31
日
(日
)

■
料
金
／
無
料

■
申
込
／
受
診
予
約
時
、
歯
科
医

院
に
「
山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
歯
周
疾
患
検

診
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

■
持
ち
物
／

受
診
券
、
受
診
票
、
保
険
証

※
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
、
体

調
が
落
ち
着
い
て
か
ら
受
診
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
業
課

☎
０
２
３
７
(84
)７
１
０
０

｢だ
っ
こ
で
読
み
聞
か
せ
｣開
催

対
象
者
の
方
に
は
、
７
月
21
日

付
け
で
受
診
券
や
受
診
票
な
ど
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
／
昭
和
22
年
４
月
１
日

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

水
稲
病
害
虫
防
除
を
実
施
し
ま
す

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

土
曜
日
の
一
般
公
開
日

■
担
当
／

絵
本
講
師
の
会
・
や
ま
ぶ
き

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
絵
本
で
子
育
て
」

セ
ン
タ
ー
所
属
｢絵
本
講
師
の

会
･や
ま
ぶ
き
｣代
表
鈴
木
哲
子

☎
０
９
０
(５
５
９
６
)３
０
９
９

元
気
で
明
る
く
、
ス
キ
ー
場
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
方
を
歓
迎

し
ま
す
。

■
期
間
／
12
月
〜
３
月
末

※
他
11
月
・
４
月
に
準
備
片
付
け

作
業
あ
り

■
勤
務
時
間
／

●
月
〜
木

午
後
４
時
〜
午
後
９
時

●
金
〜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
）

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

■
休
日
／
シ
フ
ト
表
に
よ
る
（
週

１
〜
３
日
）

■
給
与
／
時
給
千
円
〜
(交
通
費

別
)

■
主
な
業
務
／
リ
フ
ト
運
行
に
関

す
る
業
務
、
リ
フ
ト
券
販
売
業

務
な
ど

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
花
沢
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
(佐
久
間
)

☎
(24
)０
１
８
８

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

漏
水
調
査
・
止
水
栓
オ
フ
セ
ッ
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

高
齢
期
の
健
康
維
持
の
た
め

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

花
笠
高
原
ス
キ
ー
場

運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

尾花沢市役所総務課職員係尾花沢市役所総務課職員係
〒999-4292 山形県尾花沢市若葉町一丁目２番３号〒999-4292 山形県尾花沢市若葉町一丁目２番３号
☎0237(22)1111【内線231】☎0237(22)1111【内線231】
http://www.city.obanazawa.yamagata.jphttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp

令和５年度 尾花沢市職員採用試験受験案内

第１次試験日

看 護 師 受付期間８月９日(水) 午後５時15分まで
※土・日・祝日を除く

９月17日(日) 第２次試験10月中旬予定

受験申込書や申込方法などの詳細は、市公式HPをご覧ください▶

◇職務内容 尾花沢市中央診療所の看護師としての業務
◇受験資格(資格要件) 昭和54年４月２日以降生まれで、看護師の免許資格を有する方、

または令和６年４月１日までに当該免許資格を取得見込みの方
※本市への居住要件を緩和しました。

◆会場／尾花沢市役所

◆お問い合わせ／社会教育課 生涯学習スポーツ係 ☎(23)3332／Fax(24)0093

第60回尾花沢市民文化祭 参加者募集！
これまで出品したことのない方の参加も大歓迎です。お気軽にお問合せください。

日時 11月３日(金)～11月５日(日) 場所 サルナート

部 募集内容
公 演 民謡、詩吟、音楽、舞踊 ほか
展 示 絵画、書道、写真、華道、手作り作品 ほか
催 物 短歌会、俳句会、茶会 ほか

募集締切

８月31日(木)
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妊
娠
や
不
妊
、
思
春
期
、
更
年

期
な
ど
の
女
性
の
心
身
の
健
康
に

つ
い
て
、
助
産
師
(不
妊
症
看
護

認
定
看
護
師
)が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
毎
月
第
２
木
曜
日

午
後
３
時
〜
４
時

■
場
所
／
村
山
保
健
所

(山
形
市
十
日
町
１－

６－

６
）

■
申
込
／
相
談
日
の
前
週
金
曜
日

ま
で
に
、
左
記
へ
電
話
に
て
お

申
し
込
み
。

※
保
健
師
に
よ
る
そ
の
他
健
康
相

談
等
は
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
)

問
村
山
保
健
所

子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
２
３
(627
)１
２
０
３

事
業
主
の
皆
様
へ

●
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

●
計
画
的
な
業
務
運
営
や
休
暇
の

分
散
化
に
も
効
果
的
な
「
年
次

有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
制

度
」
を
導
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
労
働
者
の
様
々
な
事
情
に
応
じ

た
柔
軟
な
働
き
方
・
休
み
方
に

は
、
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休

暇
の
活
用
が
効
果
的
で
す
。

※
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
、

ま
た
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
。

問
山
形
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
３
(624
)８
２
２
８

家
庭
教
育
電
話
相
談

｢ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
｣

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
助
成
金
の
ポ
イ
ン
ト

●
労
働
者
の
賃
上
げ
支
援

●
人
材
の
育
成
・
活
性
化

●
賃
金
上
昇
を
伴
う
労
働
移
動
の

円
滑
化

※
詳
細
は
山
形
労
働
局
Ｈ
Ｐ
、
ま

た
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
。

問
山
形
労
働
局

☎
０
２
３
(624
)８
２
２
８

Ｗ
ｅ
ｂ
版
ガ
イ
ド
で
、
労
働
局

が
取
り
扱
う
す
べ
て
の
助
成
金
を

相
談
電
話

☎
０
２
３
(630
)２
８
７
６

■
受
付
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※
時
間
外
、
土
・
日
・
祝
日
、
年

末
年
始
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
留

守
番
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
(630
)２
８
７
４

Ｅ
メ
ー
ル

yshogaku＠

Pref.yamagata.jp

●
子
育
て
の
悩
み
を
１
人
で
抱
え

ず
、
電
話
で
お
話
し
く
だ
さ
い
。

相
談
員
が
ご
一
緒
に
考
え
ま
す
。

●
相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

児
童
生
徒
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

問
山
形
県
教
育
局

生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課

☎
０
２
３
(630
)２
８
７
２

年
次
有
給
休
暇
を
上
手
に

活
用
し
、
働
き
方
・
休
み
方
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

助
産
師
に
よ
る
女
性
の
健
康

相
談
(予
約
制
)の
ご
案
内

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
今

ま
で
上
限
規
制
の
適
用
が
猶
予
・

除
外
さ
れ
て
い
た
建
設
事
業
・
自

動
車
運
転
の
業
務
に
つ
い
て
上
限

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
建
設
事
業

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
に
合

計
が
月
100
時
間
未
満
、
時
間
外
労

働
が
年
720
時
間
以
内
。

※
た
だ
し
、
災
害
の
復
旧
・
復
興

の
事
業
は
除
く
。

●
自
動
車
運
転
の
業
務

年
間
の
時
間
外
労
働
の
上
限
が

960
時
間
。

■
そ
の
他
／
随
時
説
明
会
の
実
施
、

労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
等
を
行
い
、
事
業
主

や
労
働
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
支
援
班
員
が
法
令
等
の
説

明
に
お
伺
い
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
村
山
労
働
基
準
監
督
署

☎
(55
)２
８
１
５

｢や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
｣に

よ
る
結
婚
相
談
会

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相
手

の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。

■
日
程
／
８
月
６
日
(日
)、
20

(日
)、
27
日
(日
)、
28
日
(月
)、

９
月
３
日
(日
)、
10
日
(日
)、

17
日
(日
)、
25
日
(月
)

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
(１
組
45
分
程
度
）

■
場
所
／
文
翔
館

（
山
形
市
旅
篭
町
３－

４－

51
）

■
対
象
／
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま

た
は
そ
の
家
族
（
要
予
約
。
申

込
は
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
）

■
相
談
料
／
無
料

■
そ
の
他
／
県
で
は
登
録
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
仲
人
「
や
ま
が
た
縁
結

び
た
い
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
(687
)１
９
７
２

お
詫
び
と
訂
正

市
報
７
月
号
20
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
表
の
「
預
貯
金
等
の
資
産
基

準
額
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

村
山
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

問尾花沢市社会教育課 TEL(23)3332 syougai@city.obanazawa.yamagata.jp

【Ｗ
ｅ
ｂ
版
】山
形
労
働
局

オ
ー
ル
助
成
金
説
明
ガ
イ
ド
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

利用者負担段階 所得要件 預貯金等の資産基準額(※２)

第１段階 生活保護受給者等 単身1,000万円以下
夫婦2,000万円以下

第２段階 年金収入額等(※1)が80万円以下 単身650万円以下
夫婦1,650万円以下

第３段階① 年金収入額等(※1)が80万円超120万円以下 単身550万円以下
夫婦1,550万円以下

第３段階② 年金収入額等(※1)が120万円超 単身500万円以下
夫婦1,500万円以下

■
日
時
／
８
月
26
日
(土
)

午
前
９
時
30
分
〜
昼
12
時
30
分

■
場
所
／
尾
花
沢
市
共
同
福
祉
施

設
(２
階
)

■
内
容
／

30
分
程
度
の
個
別
説
明

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
右
記
以
外
の
日
程
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

東
根
地
域
事
務
所

☎
(43
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令和５年７月１日から、一定の基準を満たす電動キックボードなどは「特定小型原動機付自転車」
に区分されました。これに伴い、特定小型原動機付自転車を新たに取得した場合は、ナンバープレー
トの交付手続きが必要です。（道路交通法の改正により）

◆特定小型原動機付自転車とは◆
原動機付自転車のうち、以下の要件全てに該当するもの。
（電気を原動力としているものに限る）

◆手続きに必要な書類◆
① 特定小型原動機付自転車の要件を満たしていることが確認できる書類
（販売証明書、「性能等確認済シール」が確認できるもの、製品カタログなど）

② 手続きに来られる方の身分証明書（運転免許証・マイナンバーカード・保険証など）
※本人および同一世帯員以外の方が代理で申請する場合は、所有者の委任状が必要です。
◆税金◆
軽自動車税の対象で、手続きの翌年度から課税されます。（年税額2,000円）
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対象 ２月末までにカードを申請された方でまだマイナポイントの申し込みをされていない方
※令和５年３月以降にカードの申請をされた方は対象外となります。

◆予約・お問い合わせ／市民税務課 市民年金係 ☎(22)1235

マイナポイントの申し込みは
お済みですか？

農業用使用済プラスチックは産業廃棄物であり、自らの責任において適正に処理することが義務づ
けられています。下記の日程で共同回収を実施しますので、この機会を利用して適正処理に努めまし
ょう。

■対象／市内全農家
■回収するもの／農業用ビニール・ポリ・肥料袋・育苗箱・農薬等空容器(水で洗浄してください)
■場所／ＪＡみちのく村山 尾花沢営農センター
■回収時間／午前８時30分～午前11時30分

■処理料金／１㎏当たり 67円(税込)
■注意事項／
●回収できないもの 農業用以外のプラスチック、未洗浄の農薬容器、プラスチック以外のもの
●搬入の際は、車両の両側面に『農業廃棄物運搬車』と表示してください。１文字３㎝四方以上として
ください。
●回収場所で分別ができるよう、仕分けをしてから搬入してください。

尾花沢市農業用使用済プラスチック適正処理推進協議会（事務局：農林課 農政畜産振興係）
問農林課 農政畜産振興係 ☎(22)1115／JAみちのく村山 尾花沢経済事業所 ☎(22)1310

集合場所・清掃場所 衛生組合長・区長の指示にしたがってください。
※ゴミは、尾花沢市建設業協会のご協力により翌日収集されます。
◎土砂(側溝の泥を含む)や草木は出せません。 ◎家庭ゴミは出せません。

◆お問い合わせ／環境エネルギー課 生活環境エネルギー係 ☎(22)1112

秋の市民一斉クリーン作戦

◆お問い合わせ／市民税務課 市税係 ☎(22)1111【内線124】

特定小型原動機付自転車(電動キックボードなど)に

品 名 手 数 料

タ
イ
ヤ

軽・普通自動車
バイク

ホイール無し ２００円
ホイール付き ３００円

R V 車 ホイール無し ５００円
ホイール付き ７００円

一 輪 車 １００円
バッテリー(車・バイク等） 無 料

市役所で申し込みのサポート等を行っています【予約制】

回 収 日 対 象 地 区 回 収 場 所
８月28日(月)、29日(火)

全 地 区
カントリーエレベーター脇駐車場

９月12日(火)、13日(水)
10月11日(水)、12日(木)

すいか選果施設駐車場
11月１日(水)、２日(木)

■回収場所／市役所西側駐車場(旧市役所跡地)
■回収手数料(1本、1個あたり)

※事業者からの受付はできません。
※大型自動車、トラクターなどのタイヤ
は回収しません。
※処分料の一部を「尾花沢市衛生組合連
合会」より助成しています。

※夜間窓口延長日の詳細はＰ23をご参照ください。

最大２万円分のポイントを受け取るには申請が必要です。
マイナポイントの申込期限は令和５年９月末までです。お早めに！

農業用使用済プラスチックの共同回収を実施します

農業用使用済プラスチックの野焼き・不法投棄は罰則の対象です
悪質な場合は警察へ通報され、罰則が科される場合がありますので適切な処理をお願いします

９月３日(日) 午前６時～

廃タイヤ・廃バッテリー回収

９月３日(日) 午前７時～午前８時

専用のナンバープレートを交付します

最 高 速 度 20㎞/ｈ以下

定 格 出 力 0.6kw以下

車体の大きさ 長さ1.9ｍ以下／幅0.6ｍ以下

●保険証のひも付け、公金受取口座の確認ができます。

▲詳しくは市ＨＰを
ご覧ください。

日程 開庁日（午前８時30分～午後５時15分）



夏は、カンピロバクターや腸管出血性大腸菌といった細菌による食中毒が多くなる時期です。
｢ 菌をつけない・増やさない・やっつける」の３原則を守って食中毒を予防しましょう！

お

妊
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みんなの健康だよりみんなの健康だより
このページの健診・相談は保健センターで行います。

問健康増進課 健康指導係【内線628】

婦さんの相談
相談等 日時・受付 連 絡 事 項

母子健康手帳交付 ８月21日(月)
9：00 ～ 11：30

○妊娠届出書、印鑑、健康保険証、マイナンバーがわかるもの、
妊婦さん名義の通帳をご持参ください

○都合が合わない際は事前にご連絡ください。

日時・受付 内 容
８月７日(月)

13：00 ～ 15：00
○健診結果や栄養相談、心の健康や引きこもり相談など
○どなたでもご利用でき、秘密は厳守します

となの健康相談

中央診療所 ☎(23)2010
◆受付時間 8：30～11：30 14：00～16：30
※午後の診療については、事前にお問い合わせください。

◆休 診 日 土・日・祝日・年末年始

２日 日野 俊彦 医師(呼吸器内科)
９日 菅井 努 医師(脳神経外科)
16日 瀬尾 恭一 医師(脳神経外科)
23日 樺澤 麻美 医師(腎臓内科)
30日 名木野 匡 医師(消化器内科)

水曜日(県立中央病院から)

４日、18日、25日
小林 龍宏 医師(心臓外科)

金曜日(山形大学附属病院から)

８月31日(木) 午後８時まで
問市民税務課 収納係【内線128・129】

悠美館 ☎(22)3746
◆開館時間 月～土曜日 ９時～19時 日・祝日 ９時～17時
◆８月の休館 14日(月)、28日(月)
※休館日の返却は、入口のブックポストをご利用ください。
※お探しの本がありましたら、職員へお声かけください。

今月の特設コーナー

ゆきごろうはうす ☎(23)2018
◆開所時間 月～金曜日 午前９時～正午、午後１時30分～午後４時

地域子育て支援センター 尾花沢市立おもだか保育園内

８月の行事予定 ※行事は10時半頃から始めます。

１日(火) 育児講座 22日(火) 身体測定
８日(火) 保健講座 25日(金) 誕 生 会
15日(火) 栄養講座

出前広場 午前10時～午前11時

10日(木) ときわ保育園 24日(木) 玉野保育園
•入室の際は、アルコール消毒をお願いします。
•体調がすぐれない方は利用をご遠慮ください。
•水分補給以外の飲食はお控えください。

利用される
方にお願い

芭蕉､清風歴史資料館 ☎(22)0104
◆開館時間 午前９時～午後４時30分
◆休 館 日 毎週水曜日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

【特別企画】 たくほん体験教室
石に刻まれた文字・絵を紙に写しとり、オリジナル掛軸をつくろう！

８月の窓口延長日
場所 市民税務課

夜間納税相談窓口
日時

８月10日(木)、17日(木)、24日(木)
31日(木) 午後７時30分まで

※当日午後４時30分まで、市民税務課へ電
話予約が必要です。
問市民税務課 市民年金係 ☎(22)1235

日時

８月23日(水) 午前10時～午後３時
市民税務課

※前日正午まで新庄年金事務所
☎0233-22-2050へ電話予約。
問市民税務課 市民年金係 ☎(22)1235

８月の各種相談日

日時

８月30日(水) 午後７時～９時
サルナート研修室
20歳以上の独身男女

●｢Hana カフェ｣ 予約不要

８月８日(火) 午後７時～９時
サルナート和室

問LaLaネット事務局(社会教育課内)【内線460】

●夜間相談日

毎週火・水・木曜日
午前８時30分～午後５時15分

問こども教育課 ☎(22)2399

悠美館２階

●総合相談…毎週水曜日
午前10時～午後２時

●常設相談…月～金曜日(祝日を除く)
午前８時30分～午後５時

※８月の専門相談・無料法律相談は
お休みです。

問社会福祉協議会 ☎(22)1092

東光館

※中央診療所では、本間直之所長が常時診察を
行っています。都合により医師が変更になる
場合があります。

※毎週金曜日の午前の診察は、小林医師のみと
なります。

場所

日時
場所
対象

日時
場所

場所
相談日

場所

｢おばなざわ花笠まつり展｣ (商工観光課)

８月の展示

８月５日(土)・６日(日)期日

※小学３年生以下は保護者同伴でお願いします。

マイナンバーカード交付・
マイナポイント申請窓口

年金相談日

LaLaネット結婚相談会

教育相談

福祉相談

共同福祉施設場所

どもの健診・相談 詳しい持ち物等は、ホームページをご覧ください。
健診・相談 対 象 月 日 受付時間

７～８カ月児健康相談 令和４年12月生
８月21日(月)

9：00 ～ 9：30
１歳お誕生身体計測 令和４年８月生 10：00 ～ 10：30
赤ちゃんルーム 妊婦や乳児とその保護者など 13：00 ～ 15：00
乳児健診 令和５年３月～４月生 ８月９日(水) 12：45 ～ 13：00
３歳児健診 令和２年２月～４月生 ８月８日(火) 12：45 ～ 13：00
パパママ相談会
（妊婦面談）

出産予定日が令和５年９月16日～10月20日
の父母になる方 ８月１日(火) 12：45 ～ 13：00

こ

一般 ｢平和に関する本｣
児童・ヤングアダルト ｢課題図書 自由研究｣

今月の作家 ｢井上 荒野｣

８月20日(日) 午後２時～(30分程度)
埋蔵文化財センターの職員が展示品の解説を行います。
ギャラリートーク

８月は食品衛生月間です

《８月の休日当番医》
６日(日) 尾花沢病院 23-3637
11日(金) おくやま内科医院 24-0980
13日(日) 伊藤クリニック 23-3350
20日(日) 中央診療所 23-2010
27日(日) 吾妻クリニック 35-2021
※診療時間は午前８時30分～午後５時です。
※事前に電話してから受診してください。

《８月の新型コロナワクチン個別接種》
対 象 者 医療機関(電話予約) 期日

12歳以上初回接種
(１・２回目)

清治医院
☎(23)2125

８/４(金)
８/25(金)

５～11歳初回接種
(１・２回目)

加藤クリニック
☎(22)9877

８/２(水)
８/23(水)

５～11歳
オミクロン株
追加接種

加藤クリニック
☎(22)9877 ８/９(水)

尾花沢病院
☎(23)3637 ８/21(月)

※接種時間は、予約の際に各医療機関へご確認ください。
※乳幼児(６カ月～４歳)のお子様のコロナワクチン接種
希望の方は、健康増進課までご相談ください。

第７回 尾花沢市民図書館 図書館まつり
日時

●おりがみdeミニほんづくり ●バルーンアート
●おはなし会 ●科学実験「スライムをつくろう！」
●展示｢尾花沢関連本｣コーナー( 新着本コーナー隣)
当日、本を借りた方、イベントに参加された方にしおり
などのプレゼントをお渡しします。ぜひご来館ください。
※詳しい内容は、ＨＰや館内のポスター、ちらしをご覧ください。

８月５日(土) 午前９時～午後４時
主なイベント内容

展示場所

午前９時30分～時間 午前の部 午後１時30分～午後の部
どなたでも参加できます対象 無料体験料

資料館にお電話ください。当日参加可能。申込

｢発掘された尾花沢市の遺跡｣開催中！８月29日(火)まで


